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(57)【要約】
【課題】一つの液晶パネルを利用しながらも液晶パネル
の前面部及び後面部の両方向で映像を表示することがで
きる液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】本発明によるデュアルライトユニットを利
用した液晶表示装置は、第1基板と第2基板の間に液晶層
が形成された液晶パネルと;前記液晶パネルの両面にそ
れぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;前記液晶パ
ネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;
前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライト
ユニットと;前記第1フロントライトユニット前面に付着
した部分反射板;を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
　前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;
　前記液晶パネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;
　前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと; 
　前記第1フロントライトユニット前面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデ
ュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中から選択される一モードで駆動
することを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置
。
【請求項３】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの前面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶
表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルがTNモードで駆動する場合に、前記第1フロントライトユニットがオン(
ON)状態ならば前記液晶パネルの後面部に表示される映像はブラック(BLACK)モードで、前
記第1フロントライトユニットがオフ(OFF)状態ならば前記液晶パネルの後面部に表示され
る映像はホワイト(WHITE)モードであることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライ
トユニットを利用した液晶表示装置。 
【請求項６】
　前記液晶パネルがTNモードで駆動する場合に、前記第2フロントライトユニットがオン(
ON)状態ならば前記液晶パネルの前面部に表示される映像はブラックモードで、前記第2フ
ロントライトユニットがオフ(OFF)状態ならば前記液晶パネルの前面部に表示される映像
はホワイトモードであることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利
用した液晶表示装置。
【請求項７】
　前記部分反射板は、第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前記液
晶パネルの前面部方向に対して鏡機能を遂行することを特徴とする請求項１に記載のデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項８】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの全面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニット
を利用した液晶表示装置。
【請求項９】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記部分反射板は金属材質がコーティングされて形成されたことを特徴とする請求項１
に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。



(3) JP 2008-77119 A 2008.4.3

10

20

30

40

50

【請求項１２】
　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着したそれぞれ第1偏光板及び第2偏光板と;
前記液晶パネルの全面部に付着した第1フロントライトユニットと;
前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと;
前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間又は前記第2偏光板と第2フロントライト
ユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意された微細反射散乱フィルムと; 
前記第1フロントライトユニット全面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中でから選択される一モードで駆
動することを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示
装置。
【請求項１４】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した
液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの全面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの後面部から入射される周辺光を入射して、その入射された周辺光をま
た前記液晶パネルの後面部方向で反射させることを特徴とする請求項１２に記載のデュア
ルライトユニットを利用した液晶表示装置。 
【請求項１７】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの後面部に表示される映像の明るさを向上させることを特徴とする請求
項１６に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの前面部から入射される周辺光を入射して、その入射された周辺光をま
た前記液晶パネルの前面部方向で反射させることを特徴とする請求項１２に記載のデュア
ルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの前面部に表示される映像の明るさを向上させることを特徴とする請求
項１８に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記第1フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの後面部に
映像が表示されるにあって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項１２に
記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記第2フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの前面部に
映像が表示されるにあって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項１２に
記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
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【請求項２２】
　前記部分反射板は、前記第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前
記液晶パネルの全面部方向に対して鏡機能を遂行することを特徴とする請求項１２に記載
のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの前面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニッ
トを利用した液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記部分反射板は金属材質がコーティングされて形成されたことを特徴とする請求項１
２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２７】
　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
　前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;
　前記液晶パネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;
　前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと;
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間又は前記第2偏光板と第2フロントライ
トユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意された散乱フィルムと; 
　前記第1フロントライトユニット前面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデ
ュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２８】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中から選択される一モードで駆動
することを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装
置。
【請求項２９】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した
液晶表示装置。
【請求項３０】
　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの前面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項３１】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された散乱フィルムは、前記第
1フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの後面部に映像が表
示されるにあって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項２７に記載のデ
ュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３２】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された散乱フィルムは、前記第
2フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの前面部に映像が表
示されるにあって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項２７に記載のデ
ュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３３】
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　前記部分反射板は、前記第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前
記液晶パネルの前面部方向に対して鏡として機能することを特徴とする請求項２７に記載
のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３４】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの全面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニッ
トを利用した液晶表示装置。
【請求項３５】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３６】
　前記部分反射板は金属材質がコーティングされて形成されたことを特徴とする請求項２
７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３７】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、より詳細に説明すると液晶表示装置の両面にフロントラ
イトユニット(Front Light Unit : FLU)をそれぞれ具備することでデュアル液晶表示装置
を具現することができるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置に関することで
ある。   
【背景技術】
【０００２】
　一般的に液晶表示装置は小型及び薄型化と低電力消耗の長所を持つ平板表示装置として
、ノートブックPCのようなポータブルコンピューター、事務自動化器機、オーディオ/ビ
デオ器機などに多様に適用されている。
【０００３】
　このような液晶表示装置は誘電異方性を持つ液晶物質に印加される電界を制御して光を
透過または遮断して画像又は映像を表示するようになる。液晶表示装置はエレクトロ ル
ミネセンス(Electro-luminescence : EL)、陰極線管(Cathode Ray Tube : CRT)、発光ダ
イオード(Light Emitting Diode : LED)等のように自ら光を発生させる表示素子等とは違
い、自ら光を発生しないで外部光を利用するようになる。
【０００４】
　通常的に液晶表示装置は光を利用する方式によって大きく透過型液晶表示装置と反射型
液晶表示装置に大別されることができる。透過型液晶表示装置は二枚の基板の間に液晶物
質が充填された液晶パネルと、液晶パネルに光を供給するバックライトユニット(Back Li
ght Unit)を具備するようになる。しかし、透過型液晶表示装置はバックライトユニット
の体積、重さによって薄型化及び軽量化に難しさがあり、バックライトユニットで発生さ
れる消費全力が大きいという点が短所に指摘されている。
【０００５】
　一方、反射型液晶表示装置は自主的に光源が別途に用意されていないし、自然光(また
は、周辺光)に依存して画像を表示するようになる。従つて、別途のバックライトユニッ
トが必要ないので消費全力が少なくて電子手帳や個人情報端末機などのポータブル表示素
子に広く適用される。
【０００６】
　しかし、反射型液晶表示装置は外部から十分な光量が提供されることができない場合(
例えば、周辺が暗い場合)には、表示画像の輝度レベルが低下されて表示された情報を読
むことができなくなる問題点がある。このような問題を解決するために反射型液晶表示装
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置にフロントライトユニットを別に設置することで、周辺光が暗い場合に画像を正常に表
示することができる方案が提示されている。
【０００７】
　図1はフロントライトユニットが適用された従来反射型液晶表示装置の構成を概略的に
現わした図面で、図2は前記図1に現わした従来反射型液晶表示装置の断面を現わした図面
である。
【０００８】
　従来反射型液晶表示装置(100)は、図1及び図2に示されるように、反射型液晶パネル(12
0)と、前記反射型液晶パネル(120)の上部に位置して光ビームを供給するフロントライト
ユニット(110)を具備する。前記反射型液晶パネル(120)には第1基板(121)及び第2基板(12
2)が具備されていて、前記第2基板(122)には反射電極(Diffusing reflective electrode)
(123)が形成されている。ここで、前記反射電極(123)は反射型液晶パネル(120)の上部面
から入射される自然光(または補助光)または前記フロントライトユニット(110)から発光
して入射される光を反射させる役割を遂行する。
【０００９】
　そして、前記フロントライトユニット(110)は光ビームを発生する光源(Light Source)(
111)と、光ビームを前記反射型液晶パネル(120)の表示面側で均一に出射させる導光板(Li
ght Guide Plate)(112)と、前記光源(111)で発生された光ビームを導光板(112)の方で反
射させる反射鏡(113)を具備して構成される。 
【００１０】
　ここで、前記導光板(112)の上部表面はプリズム形状になっているのに、前記光源(111)
から入射された光は前記導光板(112)の上部面と下部面に反射しながら進行されるように
なる。以後、前記導光板(112)に入射された光は導光板(112)の下に位置した反射型液晶パ
ネル(120)に垂直な方向で入射するようになる。前記反射型液晶パネル(120)で垂直に入射
された光は反射型液晶パネル(120)の反射電極(123)によって反射して導光板(110)上側に
進行して使用者に映像を表示するようになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、一つの液晶パネルを利用しながらも液晶パネルの前面部及び後面部の両方向
で映像を表示することができる液晶表示装置を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記の目的を果たすために本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装
置は、第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;前記液晶パネルの両面
にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;前記液晶パネルの前面部に付着した第1フ
ロントライトユニットと;前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニット
と;前記第1フロントライト全面に付着した部分反射板;を含む点にその特徴がある。
【００１３】
　また、前記の目的を果たすために本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶
表示装置の他の実施例は、第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;前
記液晶パネルの両面にそれぞれ付着したそれぞれ第1偏光板及び第2偏光板と;前記液晶パ
ネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;前記液晶パネルの後面部に付着し
た第2フロントライトユニットと;前記第1偏光と第1フロントライトユニットの間又は前記
第2偏光板と第2フロントライトユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意され
た微細反射散乱フィルムと;前記第1フロントライト前面に付着した部分反射板;を含む点
にその特徴がある。
【００１４】
　また、前記の目的を果たすために本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶
表示装置の又他の実施例は、第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
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前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;前記液晶パネルの
前面部に付着した第1フロントライトユニットと;前記液晶パネルの後面部に付着した第2
フロントライトユニットと;前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間又は前記第2
偏光板と第2フロントライトユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意された
散乱フィルムと;前記第1フロントライト前面に付着した部分反射板;を含む点にその特徴
がある。   
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によるデュアルライトユニットを利用したデュアル液晶表示装置は、透過型液晶
表示装置の両面にフロントライトユニットをそれぞれ具備することで、一つの液晶パネル
を利用して液晶表示装置の前面及び後面に良質の映像を表示することができるようになる
。 
【００１６】
　また、本発明による液晶表示装置の一面に用意された部分反射板は鏡として機能するこ
とができる。これに従って使用者は、液晶表示装置に映像が表示されない場合には、移動
通信端末機を鏡として利用することもできる便利さがある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
【００１８】
　図3は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の構造を概略的に
現わした図面である。 
【００１９】
　本発明による液晶表示装置(300)は、図3に図示されたところのように、第1基板(331)と
第2基板(332)の間に液晶層(333)が充填され形成された液晶パネル(330)と、前記液晶パネ
ル(330)の両面にそれぞれ付着した第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)と、前記液晶パネ
ル(330)の前面部に付着した第1フロントライトユニット(310)と、前記液晶パネル(330)の
後面部に付着した第2フロントライトユニット(320)を含んで構成される。そして、前記第
1フロントライトユニット(310)全面には部分反射板(360)が付着している。
【００２０】
　前記液晶パネル(330)は透過型で第1基板(331)(例えばカラーフィルター基板)と第2基板
(332)(例えば薄膜トランジスター基板)が所定の間隔を置いてお互いに対向して用意され
ている。 
【００２１】
　前記液晶パネル(330)の構成についてもう少し詳しく説明すれば、前記第2基板(332)に
は透明基板の内面にマトリックス上にゲートバス線とデータバス線が形成されている。そ
して、前記ゲートバス線とデータバス線の交差点にスイチング素子で機能するTFT(Thin F
ilm Transistor)がそれぞれ形成されていて、前記TFTのドレーン電極に接触する画素電極
がゲートバス線とデータバス線によって定義される位置に形成されている。
【００２２】
　そして、前記第2基板(332)の対向される位置に用意された前記第1基板(331)には透明基
板の内面にBM(Black Matrix)、カラーフィルター層、共通電極が形成されている。
【００２３】
　前記のように構成された液晶パネル(330)のゲートバス線とデータバス線を各一つずつ
選択して電圧を印加すれば 前記電圧が印加されたTFT(Thin Film Transistor: TFT)だけ
がオン(on)状態になるようになる。これによって、前記オン(on)状態TFTのドレーン電極
に接続された画素電極には電荷が蓄積されるようになって共通電極との間に充填液晶分子
の角度を変化させるようになる。
【００２４】
　このような過程を通じて、誘電異方性を持つ液晶分子に印加される電界を制御すること
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で、光を透過または遮断して前記液晶パネル(330)に画像又は映像を表示することができ
るようになる。ここで、一つの例として前記液晶パネル(330)はTN(Twist Nematic)モード
で駆動されることができる。
【００２５】
　また、前記液晶パネル(330)の両面にはそれぞれ第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)が
更に具備される。ここで、前記第1偏光板(340)の光軸と第2偏光板(350)の光軸はお互い90
゜を成すように前記液晶パネル(330)の両面に付着する。そして図面には図示しなかった
が補償板が更に具備されることもできる。
【００２６】
　前記第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)は自然光を偏光させるために一方向に振動する
光だけ透過させる役割をする。そして、補償板(図示せず)は液晶分子で光の位相変化を補
償しくれることで視野角問題を解決するために用意されたもので、このような補償板では
一軸性(uniaxial)または二軸性(biaxial)の物質が利用される。
【００２７】
　一方、前記液晶パネル(330)の前面に具備された前記第1フロントライトユニット(310)
は光源(311)と導光板(312)を含んで構成される。ここで、前記第1フロントライトユニッ
ト(310)の光源(311)から出射される線形光源は前記導光板(312)に入射されて均一な面光
源を形成するようになる。そして、前記導光板(312)の上部表面はプリズム形状になって
いるのに、前記光源(311)から入射された光は前記導光板(312)内部で上部面と下部面に反
射しながら進行されるようになる。以後、前期導光板(312)に入射された光は導光板(312)
の下に位置した液晶パネル(330)に垂直な方向で入射するようになる。未説明になつた図
面符号321及び322は第2フロントライトユニット(320)に具備された光源及び導光板をそれ
ぞれ現わす。
【００２８】
　そして前記部分反射板(360)は、前記第2フロントライトユニット(320)がオフ(OFF)状態
である場合、前記液晶パネル(330)の全面方向から鏡として機能して使用されることがで
きる。 
【００２９】
　より詳細に説明すれば、前記部分反射板(360)は外部から入射される光に対して反射率
が50～90 ％位になるように金属物質をコーティングして形成することもでき、又はDBEF(
Dual Brightness Enhancement Film)を利用して形成することもできる。そして、前記部
分反射板(360)は電圧印加による反射率が変わるように形成されることもできる。この時
、前記反射率が変わる部分反射板(360)は一つの例としてコレステリック液晶層とλ/4プ
レートで成り立つことができる。
【００３０】
　図4及び図5を参照して本発明による液晶表示装置の駆動について説明する。図4は本発
明による液晶表示装置において、第1フロントライトユニットがオン(on)状態である時液
晶表示装置の後面部(rear side)に映像が表示される動作を説明するための図面で、図5は
本発明による液晶表示装置において、第2フロントライトユニットがオン(on)状態である
時液晶表示装置の前面部(front side)に映像が表示される作動を説明するための図面であ
る。
【００３１】
　先ず図4を参照して、本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の
後面部に映像が表示される動作を説明する。
【００３２】
　図4に図示されるように、第1フロントライトユニット(310)がオン(on)状態で、液晶パ
ネル(330)がノーマリーホワイトモード(Normally White Mode)である場合に、前記液晶パ
ネル(330)に電圧が印加されない状態では前記第1フロントライトユニット(310)から発光
された光は前記液晶パネル(330)の後面部に透過するようになる。  
【００３３】
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　すなわち、前記第1フロントライトユニット(310)から発光された光は前記液晶パネル(3
30)の一面に具備された第1偏光板(340)を通過しながら一方向の線偏光された光に透過さ
れる。引き継き、その透過された光は前記液晶パネル(330)の液晶分子配列によつて90度
回転しながら前記液晶パネル(330)の他の一面に具備された第2偏光板(350)の光軸と平行
な光線に進行される。これによって、前記液晶パネル(330)を透過した光は前記第2偏光板
(350)を透過することができるようになることで液晶表示装置の後面部に映像を表示する
ことができるようになる。 
【００３４】
　しかし、図4に現わしたように、前記液晶パネル(330)に電圧を印加した状態では電界の
方向に沿って液晶分子が立ち上がるようになる。そして、前記第1偏光板(340)によって一
方向に線偏光された光はその偏光状態を維持しながら前記第2偏光板(350)に入射される。
これによって、前記第1フロントライトユニット(310)から発光された光は第2偏光板(350)
によって遮断されて液晶表示装置の後面部に到逹することができなくなる。 
【００３５】
　よって、前記液晶パネル(330)に印加される電圧を選択的に調節することで前記液晶パ
ネル(330)を透過する光の量を調節することができるようになる。このように、本発明に
よる液晶表示装置の液晶パネル(330)に印加される電圧を調節して、第1フロントライトユ
ニット(310)の電源印加可否を選択することで液晶表示装置の後面部に希望する映像を表
示することができるようになる。
【００３６】
　次に図5を参照して、本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の
前面部に映像が表示される作動を説明してみることにする。
【００３７】
　図5に図示されたように、第2フロントライトユニット(320)がオン(on)状態で、液晶パ
ネル(330)がノーマリーホワイトモード(Normally White Mode)である場合に、前記液晶パ
ネル(330)に電圧が印加されない状態では前記第2フロントライトユニット(320)から発光
された光は前記液晶パネル(330)の前面部に透過するようになる。  
【００３８】
　すなわち、前記第2フロントライトユニット(320)から発光された光は前記液晶パネル(3
30)の一面に具備された第2偏光板(350)を通過しながら一方向に線偏された光に透過され
る。引き継いて、その透過された光は前記液晶パネル(330)の液晶分子配列によつて90度
回転しながら前記液晶パネル(330)の他の一面に具備された第1偏光板(340)の光軸と平行
な光線に進行される。これによって、前記液晶パネル(330)を透過した光は前記第1偏光板
(340)を透過することができるようになるし、前記部分反射板(360)を透過して液晶表示装
置の前面部に映像を表示することができるようになる。 
【００３９】
　しかし、図5に現わしたように、前記液晶パネル(330)に電圧を印加した状態では電界の
方向に沿って液晶分子が立ち上がるようになる。そして、前記第2偏光板(350)によって線
偏光された光はその偏光状態を維持しながら前記第1偏光板(340)に入射される。これによ
って、前記第2フロントライトユニット(320)から発光された光は第1偏光板(340)によって
遮断されて液晶表示装置の前面部に到逹することができなくなる。 
【００４０】
　よって、前記液晶パネル(330)に印加される電圧を選択的に調節することでき前記液晶
パネル(330)を透過する光の量を調節することができるようになる。このように、本発明
によるデュアル液晶表示装置の液晶パネル(330)に印加される電圧を調節して、第2フロン
トライトユニット(320)の電源印加可否を選択することで液晶表示装置の前面部に希望す
る映像を表示することができるようになる。
【００４１】
　以上で説明したように、本発明による液晶表示装置の第1フロントライトユニット(310)
または第2フロントライトユニット(320)の点灯可否によって前記液晶パネル(330)の前面
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又は後面に映像を選択的に表示することができるようになる。 
【００４２】
　そして、このような液晶表示装置は多様な映像表示器機に適用されることができる。そ
の一つの適用例を図6に現わした。図6は本発明によるデュアルライトユニットを利用した
液晶表示装置が適用された移動通信端末機(mobile station)の例を現わした図面である。
【００４３】
　図6に現わしたところのように、移動通信端末機(600)に本発明による液晶表示装置(601
)が採用される場合には、一つの液晶パネルを利用してその前面及び後面に映像を表示す
ることができるようになることで、軽量薄型の両面表示型移動通信端末機(600)を具現す
ることができるようになる。
【００４４】
　以上の説明のように本発明によるデュアルライトユニットを利用したデュアル液晶表示
装置は、透過型液晶表示装置の両面にフロントライトユニットをそれぞれ具備することで
、一つの液晶パネルを利用して液晶表示装置の前面及び後面に良質の映像を表示すること
ができるようになる。 
【００４５】
　又、本発明による液晶表示装置の一面に用意された部分反射板は鏡機能を遂行すること
ができる。これに従って使用者は、液晶表示装置に映像が表示されない場合には、移動通
信端末機を鏡として利用することもできる便利さがある。 
【００４６】
　一方、本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置を、前例のように
移動通信端末機などに適用する場合には次のような問題点が多少発生されることもある。
例えば外部光がとても明るい所で、前記透過型液晶表示装置を利用して映像が表示される
場合に、第1フロントライトユニットから発光される光の明るさより外部光の明るさがも
っと明るい場合には液晶表示装置の後面部に表示される映像をまともに見ることができな
くなることもある。 
【００４７】
　このような問題点を克服するために本発明では他の実施例として、図7に現わしたよう
に、微細反射散乱フィルムが含まれた液晶表示装置を提案する。図7は本発明によるデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置の他の実施例の構成を概略的に現わした図面
である。
【００４８】
　本発明による液晶表示装置(700)は、図7に現わしたように、第1基板(331)と第2基板(33
2)の間に液晶層(333)が充填され形成された液晶パネル(330)と、前記液晶パネル(330)の
両面にそれぞれ付着した第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)と、前記液晶パネル(330)の
前面部に付着した第1フロントライトユニット(310)と、前記液晶パネル(330)の後面部に
付着した第2フロントライトユニット(320)と、前記第1偏光板(340)と第1フロントライト
ユニット(310)の間に付着した微細反射散乱フィルム(710)を含んで構成される。そして、
前記第1フロントライトユニット(310)前面には部分反射板(360)が付着している。
【００４９】
　図7に図示された実施例の構成は、図3又は図5を参照して説明した実施例と比べてみる
時、前記微細反射散乱フィルム(710)が追加で採用された点に差がある。よって、以下で
は他の構成要素に対しては説明を省略することにして本実施例の核心構成要素である前記
微細反射散乱フィルム(710)の機能を中心に説明することにする。
【００５０】
　前記微細反射散乱フィルム(710)は、前記第1フロントライトユニット(310)から発光さ
れる光による透過光が前記液晶表示装置(700)の後面部に映像を表示する場合に、液晶表
示装置(700)の後面部から液晶パネル(330)に入射された外部光をまた後面部方向で反射さ
せる役割を遂行するようになる。
【００５１】
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　より詳細に説明すれば、外部光が明るい所で前記透過型液晶表示装置(700)の後面部に
映像を表示する時、前記第1フロントライトユニット(310)による光の明るさが外部光の明
るさより相対的に低くなる場合には、使用者は前記液晶表示装置(700)の後面部に表示さ
れる映像を見にくくなる。
【００５２】
　よって、前記第1偏光板(340)と第1フロントライトユニット(310)の間に前記微細反射散
乱フィルム(710)を用意することで、このような問題点を解決しようとする。すなわち、
外部光が明るい所である場合にはその外部光を前記微細反射散乱フィルム(710)から後面
部方向で反射させて光効率を高めることで、前記液晶パネル(330)の後面部に表示される
映像の輝度を向上させることができるようになる。
【００５３】
　また、前記微細反射散乱フィルム(710)は透過される光に対する散乱機能も遂行するよ
うになる。これによって、前記微細反射散乱フィルム(710)は前記第1フロントライトユニ
ット(310)の導光板(312)部分の一定規則のパターンによって映像が表示される画面に縞模
様が現われるようになるモアレ(Moire)現象の発生を防止することができるようになる。
知られているように、前記モアレ(Moire)現象は二つ以上の周期的なパターン(periodic p
attern)が重なる時できる干渉縞(interference fringe)を指称することとして、二つ以上
の類似の間隔の格子を重ねておいて光を照らすようにすれば二つの格子と違う別個の大き
い周期を持つ縞模様が発生されることを言う。このような前記微細反射散乱フィルム(710
)の構成及び材質に対しては、既によく知られているので、ここではその詳細な説明は省
略することにする。一つの例として、前記微細反射散乱フィルムではUB(Ultra Brightnes
s)フィルムを持つことができる。 
【００５４】
　それでは、図8を参照して、本発明による微細反射散乱フィルム(710)が具備された液晶
表示装置(700)の後面部に映像が表示される作動を説明する。
【００５５】
　図8に図示されたところのように、第1フロントライトユニット(310)がオン(on)状態で
、液晶パネル(330)がノーマリーホワイトモード(Normally White Mode)である場合に、前
記液晶パネル(330)に電圧が印加されない状態では前記第1フロントライトユニット(310)
から発光された光は前記液晶パネル(330)の後面部に透過するようになる。
【００５６】
　すなわち、前記第1フロントライトユニット(310)から発光された光は前記液晶パネル(3
30)の一面に具備された第1偏光板(340)を通過しながら一方向に線偏光された光に透過さ
れる。引き継いて、その透過された光は前記液晶パネル(330)の液晶分子配列により90度
回転しながら前記液晶パネル(330)の他の一面に具備された第2偏光板(350)の光軸と平行
な光線に進行される。これによって、前記液晶パネル(330)を透過した光は前記第2偏光板
(350)を透過することができるようになることで液晶表示装置の後面部に映像を表示する
ことができるようになる。 
【００５７】
　この時、外部光が明るい所で前記液晶パネル(330)の後面部に表示される映像を見るな
らば、前記微細反射散乱フィルム(710)により反射した外部光によって視認性が良くて鮮
明な映像を提供されるようになる。
【００５８】
　一方、図8に現わしたように、前記液晶パネル(330)に電圧を印加した状態では電界の方
向に沿って液晶分子が立ち上がるようになる。そして、前記第1偏光板(340)によって一方
向に線偏光された光はその偏光状態を維持しながら前記第2偏光板(350)に入射される。こ
れによって、前記第1フロントライトユニット(310)から発光された光は第2偏光板(350)に
よって遮断されて液晶表示装置の後面部に到逹することができなくなる。 
【００５９】
　よって、前記液晶パネル(330)に印加される電圧を選択的に調節することで前記液晶パ
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ネル(330)を透過する光の量を調節することができるようになる。このように、本発明に
よるデュアル液晶表示装置の液晶パネル(330)に印加される電圧を調節して、第1フロント
ライトユニット(310)の電源印加可否を選択することで液晶表示装置の後面部に希望する
映像を表示することができるようになる。
【００６０】
　図7及び図8に現わした実施例では、液晶表示装置の後面部に映像が表示されるにあって
後面部方向で入射される外部光によって表示される映像を識別しにくいようになることを
防止するために、前記微細反射散乱フィルム(710)が採用された液晶表示装置について説
明した。
【００６１】
　しかし、図5を参照して説明したように、デュアル液晶表示装置の前面部に映像が表示
される場合にも、第2フロントライトユニット(320)から発光される光の明るさより外部光
の明るさがもっと明るい場合には液晶表示装置の前面部に表示される映像をまともに見に
くくなることもある。 
【００６２】
　このような問題点を克服するために本発明では他の実施例として、図9に現わしたよう
に、微細反射散乱フィルム(720)が第2フロントライトユニット(320)と第2偏光板(350)の
間に用意された液晶表示装置を提案する。ここで、前記微細反射散乱フィルム(720)の機
能は図7及び図8を参照して説明したものと大体同じで、その用意された位置だけ差がある
ので図9に現わした液晶表示装置に対する詳細な説明は省略することにする。また、図10
に現わしたように、液晶表示装置の前面部及び後面部に微細反射散乱フィルム(710)(720)
をそれぞれ用意することもできる。
【００６３】
　そして、図11に現わしたように、本発明では液晶表示装置の又他の実施例として散乱フ
ィルムを含む液晶表示装置を提案する。図11は本発明によるデュアルライトユニットを利
用した液晶表示装置の又他の実施例の構成を概略的に現わした図面である。
【００６４】
　本発明の又他の実施例による液晶表示装置(1100)は、図11に現わしたように、第1基板(
331)と第2基板(332)の間に液晶層(333)が充填され形成された液晶パネル(330)と、前記液
晶パネル(330)の両面にそれぞれ付着した第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)と、前記液
晶パネル(330)の前面部に付着した第1フロントライトユニット(310)と、前記液晶パネル(
330)の後面部に付着した第2フロントライトユニット(320)と、前記第1偏光板(340)と第1
フロントライトユニット(310)の間に付着した第1散乱フィルム(1110)と;前記第2偏光板(3
50)と第2フロントライトユニット(320)の間に付着した第2散乱フィルム(1120)を含んで構
成される。そして、前記第1フロントライトユニット(310)前面には部分反射板(360)が付
着している。
【００６５】
　ここで、前記第1散乱フィルム(1110)は、前記第1偏光板(340)と前記第1フロントライト
ユニット(310)の間に用意されて、前記第1フロントライトユニット(310)の導光板(312)部
分の一定規則のパターンによって画面に縞模様が現われるモアレ(Moire)現象が発生する
ことを防止することで前記液晶パネル(330)の後面部に表示される映像を鮮明にする機能
を遂行する。
【００６６】
　そして、前記第2散乱フィルム(1120)は、前記第2偏光板(350)と前記第2フロントライト
ユニット(320)の間に用意されて、前記第2フロントライトユニット(320)の導光板(322)部
分の一定規則のパターンによって画面に縞模様が現われるモアレ現象が発生することを防
止することで前記液晶パネル(330)の前面部に表示される映像を鮮明にする機能を遂行す
る。
【００６７】
　よって、図11に図示したような液晶表示装置(1110)は前記第1散乱フィルム(1110)及び
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第2散乱フィルム(1120)をそれぞれ具備することで前記液晶パネル(330)の両面に表示され
る映像の鮮明度を全て向上させることができるようになる。
【００６８】
　一方、前記で説明した実施例等はTNモードで駆動する液晶パネルが具備された液晶表示
装置を基準に説明した。しかし、知られているように液晶パネルはTNモード以外にも多様
なモードに駆動されることができる。例としてIPS(In-Plane Switching)モードとVA(Vert
ical Alignment)モードで駆動する液晶パネルが具備された液晶表示装置の実施例を図12
及び図13に現わした。
【００６９】
　図12は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置において、IPSモ
ードで駆動する液晶パネルが具備された液晶表示装置の構成を現わした図面で、図13は本
発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置において、VAモードで駆動す
る液晶パネルが具備された液晶表示装置の構成を概略的に現わした図面である。
【００７０】
　図12に図示されたIPSモードで駆動する液晶表示装置(1200)は、水平電界によって液晶
が駆動されるIPSモード液晶パネル(1210)と、前記IPSモード液晶パネル(1210)の両面にそ
れぞれ付着した第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)と、前記IPSモード液晶パネル(1210)
の前面部に付着した第1フロントライトユニット(310)と、前記IPSモード液晶パネル(1210
)の後面部に付着した第2フロントライトユニット(320)と、前記第1偏光板(340)と第1フロ
ントライトユニット(310)の間に付着した第1微細反射散乱フィルム(710)と、前記第2偏光
板(350)と第2フロントライトユニット(320)の間に付着した第2微細反射フィルム(720)を
含んで構成される。そして、前記第1フロントライトユニット(310)前面には部分反射板(3
60)が付着している。
【００７１】
　このような構成を持つ液晶表示装置(1200)は前の実施例等で説明したように、前記第1
フロントライトユニット(310)の駆動によって液晶表示装置(1200)の後面部に映像を表示
するようになる。また、前記第2フロントライトユニット(320)の駆動によって液晶表示装
置(1200)の前面部に映像を表示することができるようになる。図12に現わした液晶表示装
置(1200)の各構成要素の機能は前の実施例等で説明したのと大体同じなのでここでは詳細
な説明は省略することにする。
【００７２】
　そして、図13に図示されたVAモードで駆動する液晶表示装置(1300)は、VAモードで駆動
するVAモード液晶パネル(1310)と、前記VAモード液晶パネル(1310)の両面にそれぞれ付着
した第1偏光板(340)及び第2偏光板(350)と、前記VAモード液晶パネル(1310)の前面部に付
着した第1フロントライトユニット(310)と、前記VAモード液晶パネル(1310)の後面部に付
着した第2フロントライトユニット(320)と、前記第1偏光板(340)と第1フロントライトユ
ニット(310)の間に付着した第1微細反射散乱フィルム(710)と、前記第2偏光板(350)と第2
フロントライトユニット(320)の間に付着した第2微細反射散乱フィルム(720)を含んで構
成される。そして、前記第1フロントライトユニット(310)前面には部分反射板(360)が付
着している。
【００７３】
　このような構成を持つ液晶表示装置(1300)は前の実施例等で説明したように、前記第1
フロントライトユニット(310)の駆動によって液晶表示装置(1300)の後面部に映像を表示
するようになる。また、前記第2フロントライトユニット(320)の駆動によって液晶表示装
置の前面部(1300)に映像を表示することができるようになる。図13に現わした液晶表示装
置(1300)の各構成要素の機能は前の実施例等で説明したのと大体同じなのでここでは詳細
な説明は省略することにする。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　以上の説明でのように本発明によるデュアルライトユニットを利用したデュアル液晶表
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示装置は、透過型液晶表示装置の両面にフロントライトユニットをそれぞれ具備すること
で、一つの液晶パネルを利用して液晶表示装置の前面及び後面に良質の映像を表示するこ
とができるようになる。 
【００７５】
　又、本発明による液晶表示装置の一面に用意された部分反射板は鏡として機能すること
ができる。これによって使用者は、液晶表示装置に映像が表示されない場合には、移動通
信端末機を鏡として利用することもできる便利さがある。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】図1はフロントライトユニットが適用された従来反射型液晶表示装置の構成を概
略的に現わした図面。
【図２】図2は図1に現わした従来反射型液晶表示装置の断面を現わした図面。
【図３】図3は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の構成を概
略的に現わした図面。
【図４】図4は本発明による液晶表示装置において、第1フロントライトユニットがオン(o
n)状態である時液晶表示装置の後面部に映像が表示される作動を説明するための図面。
【図５】図5は本発明による液晶表示装置において、第2フロントライトユニットがオン(o
n)状態である時液晶表示装置の前面部に映像が表示される作動を説明するための図面。
【図６】図6は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置が適用され
た移動通信端末機の例を現わした図面。
【図７】図7は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の他の実施
例の構成及び作動を説明するための図面。
【図８】図8は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の他の実施
例の構成及び作動を説明するための図面。
【図９】図9は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の他の実施
例の構成及び作動を説明するための図面。
【図１０】図10は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置の他の実
施例の構成及び作動を説明するための図面。
【図１１】図11は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置又は他の
実施例の構成を概略的に現わした図面。
【図１２】図12は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置において
、IPSモードで駆動する液晶パネルが具備された液晶表示装置の構成を概略的に現わした
図面。
【図１３】図13は本発明によるデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置において
、VAモードで駆動する液晶パネルが具備された液晶表示装置の構成を概略的に現わした図
面。
【符号の説明】
【００７７】
100, 300, 601, 700, 1100, 1200, 1300．．．液晶表示装置
110．．．フロントライトユニット
111, 311, 321．．．光源
112, 312, 322．．．導光版
113．．．反射鏡
120, 330．．．液晶パネル
121, 331．．．第1基板
122, 332．．．第２基板
123．．．反射電極
310．．．第1フロントライトユニット
320．．．第2フロントライトユニット
333．．．液晶層
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340．．．第1偏光板
350．．．第2偏光板
360．．．部分反射板
600．．．移動通信端末機
710, 720．．．微細反射散乱フィルム
1110．．．第1散乱フィルム
1120．．．第2散乱フィルム
1210．．．ＩＰＳモ－ド液晶パネル
1310．．．ＶＡモ－ド液晶パネル

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(17) JP 2008-77119 A 2008.4.3

【図１３】

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月11日(2008.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;
前記液晶パネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;
前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと; 
前記第1フロントライトユニット前面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中から選択される一モードで駆動
することを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置
。
【請求項３】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
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されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの前面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶
表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルがTNモードで駆動する場合に、前記第1フロントライトユニットがオン(
ON)状態ならば前記液晶パネルの後面部に表示される映像はブラック(BLACK)モードで、前
記第1フロントライトユニットがオフ(OFF)状態ならば前記液晶パネルの後面部に表示され
る映像はホワイト(WHITE)モードであることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライ
トユニットを利用した液晶表示装置。 
【請求項６】
　前記液晶パネルがTNモードで駆動する場合に、前記第2フロントライトユニットがオン(
ON)状態ならば前記液晶パネルの前面部に表示される映像はブラックモードで、前記第2フ
ロントライトユニットがオフ(OFF)状態ならば前記液晶パネルの前面部に表示される映像
はホワイトモードであることを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニットを利
用した液晶表示装置。
【請求項７】
　前記部分反射板は、第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前記液
晶パネルの前面部方向に対して鏡機能を遂行することを特徴とする請求項１に記載のデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項８】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの全面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項１に記載のデュアルライトユニット
を利用した液晶表示装置。
【請求項９】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記部分反射板はコレステリック液晶層とλ/4プレートを含むことを特徴とする請求項
１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項１に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１２】
　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着したそれぞれ第1偏光板及び第2偏光板と;
前記液晶パネルの全面部に付着した第1フロントライトユニットと;
前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと;
前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間又は前記第2偏光板と第2フロントライト
ユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意された微細反射散乱フィルムと; 
前記第1フロントライトユニット全面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中でから選択される一モードで駆
動することを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示
装置。
【請求項１４】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した
液晶表示装置。
【請求項１５】
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　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの全面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの後面部から入射される周辺光を入射して、その入射された周辺光をま
た前記液晶パネルの後面部方向で反射させることを特徴とする請求項１２に記載のデュア
ルライトユニットを利用した液晶表示装置。 
【請求項１７】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの後面部に表示される映像の明るさを向上させることを特徴とする請求
項１６に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの前面部から入射される周辺光を入射して、その入射された周辺光をま
た前記液晶パネルの前面部方向で反射させることを特徴とする請求項１２に記載のデュア
ルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記液晶パネルの前面部に表示される映像の明るさを向上させることを特徴とする請求
項１８に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記第1フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの後面部に
映像が表示されるにあたって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項１２
に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された微細反射散乱フィルムは
、前記第2フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの前面部に
映像が表示されるにあたって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項１２
に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記部分反射板は、前記第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前
記液晶パネルの全面部方向に対して鏡機能を遂行することを特徴とする請求項１２に記載
のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの前面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項１２に記載のデュアルライトユニッ
トを利用した液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記部分反射板はコレステリック液晶層とλ/4プレートを含むことを特徴とする請求項
１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項１２に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２７】
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　第1基板と第2基板の間に液晶層が形成された液晶パネルと;
前記液晶パネルの両面にそれぞれ付着した第1偏光板及び第2偏光板と;
前記液晶パネルの前面部に付着した第1フロントライトユニットと;
前記液晶パネルの後面部に付着した第2フロントライトユニットと;
前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間又は前記第2偏光板と第2フロントライト
ユニットの間の中で、少なくともどちらか一方に用意された散乱フィルムと; 
前記第1フロントライトユニット前面に付着した部分反射板;を含むことを特徴とするデュ
アルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項２８】
　前記液晶パネルはTNモード、IPSモード、VAモードの中から選択される一モードで駆動
することを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装
置。
【請求項２９】
　前記第1偏光板及び第2偏光板はその光軸がお互いに90度を成すように前記液晶パネルの
両面に付着したことを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した
液晶表示装置。
【請求項３０】
　前記第1フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの後面部に映像が表示
されて、前記第2フロントライトユニットの駆動によって前記液晶パネルの前面部に映像
が表示されることを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液
晶表示装置。
【請求項３１】
　前記第1偏光板と第1フロントライトユニットの間に用意された散乱フィルムは、前記第
1フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの後面部に映像が表
示されるにあたって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項２７に記載の
デュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３２】
　前記第2偏光板と第2フロントライトユニットの間に用意された散乱フィルムは、前記第
2フロントライトユニットから発光される光によって前記液晶パネルの前面部に映像が表
示されるにあたって、モアレ現象の発生を防止することを特徴とする請求項２７に記載の
デュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３３】
　前記部分反射板は、前記第2フロントライトユニットがオフ(OFF)状態である場合に、前
記液晶パネルの前面部方向に対して鏡として機能することを特徴とする請求項２７に記載
のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３４】
　前記部分反射板は、前記液晶パネルの全面部方向で入射される光に対して50～90%の反
射率を持つように形成されたことを特徴とする請求項２７に記載のデュアルライトユニッ
トを利用した液晶表示装置。
【請求項３５】
　前記部分反射板はDBEF(Dual Brightness Enhancement Film)に形成されたことを特徴と
する請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３６】
　前記部分反射板はコレステリック液晶層とλ/4プレートを含むことを特徴とする請求項
２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
【請求項３７】
　前記部分反射板は電圧印加によって反射率が変化されるように形成されたことを特徴と
する請求項２７に記載のデュアルライトユニットを利用した液晶表示装置。
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